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主な内容
◇平成27年度定時総会・優良会員表彰

◇連合会優良会員表彰	 ◇独自講習会報告

◇役員研修会報告	 ◇事故報告

◇会員研修会について	 ◇エアコンクリーニング

◇事業紹介～サポート事業～	 ◇お知らせ

就 業 風 景（ 除 草 作 業 ）



げんき南砺　2

　

平
成
二
十
七
年
度
定
時
総
会
が
、

去
る
五
月
二
十
八
日
（
木
）
に
城

端
伝
統
芸
能
会
館
に
お
い
て
、

六
百
二
十
六
名
（
う
ち
委
任
状

三
百
八
十
七
名
）
の
会
員
出
席
の
も

と
に
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度

事
業
報
告
、
同
収
支
決
算
報
告
等
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
福
光
支
所
会
員
の
立
野
充

子
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
長
尾
益
勇

理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
セ

ン
タ
ー
の
事
業
活
動
へ
の
永
年
の
貢

献
を
称
え
、
優
良
会
員
四
十
五
名
、

会
員
加
入
促
進
奨
励
優
良
会
員
一

名
、
優
良
職
員
一
名
の
表
彰
が
あ

り
、
長
尾
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
春
退
任
さ
れ
た
大
門
信
明
前
事
務

局
長
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
の
田
中
幹
夫
南
砺

市
長
、
山
田
勉
南
砺
市
議
会
議
長
、

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
会
長
代
理
の
長
井
忠
昭
総
務
事

業
課
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
森
永
達

也
砺
波
公
共
職
業
安
定
所
長
の
紹

介
、
山
辺
美
嗣
・
武
田
慎
一
県
議
会

議
員
の
祝
電
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
福
野
地
域
会
員
の
島
田
雅

弘
さ
ん
を
議
長
に
選
任
し
、
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
上
坂
吉
明
事
務
局

長
か
ら
議
案
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
六
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

　

役
員
の
選
任

第
四
号
議
案

　

正
会
員
会
費
規
程
の
一
部
変
更

　

な
お
、
第
三
号
議
案
で
、
次
の
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
職　

理
事　

上
坂
吉
明

報
告
事
項

報
告
第
一
号

　

平
成
二
十
六
年
度
補
正
予
算

報
告
第
二
号

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

報
告
第
三
号

　

平
成
二
十
七
年
度
収
支
予
算

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告

　

会
員
の
状
況
で
は
、
年
度
末
に
お

け
る
会
員
数
は
、
男
五
百
十
八
名
、

女
三
百
六
十
六
名
の
計
八
百
八
十
四

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
実
績

は
、
受
注
件
数
で
は
、
前
年
度
比
九

十
七
・
八
％
の
七
千
二
百
三
十
五
件
、

契
約
金
額
は
九
十
二
・
四
％
の
四
億

三
百
五
十
五
万
六
千
四
百
四
十
六

円
、
延
日
人
員
で
は
八
十
七
・
五
％

の
八
万
七
千
二
百
四
十
三
人
日
、
就

業
率
は
三
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
の
八
十

六
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
重
点

項
目
の
基
盤
拡
大
の
推
進
に
よ
り
、

一
般
家
庭
か
ら
の
剪
定
作
業
や
独
自

事
業
の
枝
葉
堆
肥
化
事
業
な
ど
の
受

注
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
派
遣
事
業

に
つ
い
て
は
契
約
金
額
三
千
百
二
十

六
万
円
、
拠
点
手
数
料
は
三
百
八
万

円
と
、
前
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
統
合
十
周
年
記
念
事

業
、
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
会
員
に
よ

る
積
極
的
会
員
募
集
や
技
術
向
上
の

た
め
の
講
習
会
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
効
率
的
な
執
行
体
制
の
維

持
や
経
費
の
削
減
に
も
努
め
ま
し

た
。

平
成
二
十
七
年
度

定
時
総
会

�
開
催
さ
れ
る
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平
成
二
十
七
年
度
重
点
事
業

①　

基
盤
拡
大
事
業
の
推
進

②　

高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
雇
用

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

③　

安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
推
進

④　

普
及
啓
発
活
動
の
推
進

⑤　

効
率
的
な
運
営
と
事
務
局
体
制

の
整
備

⑥　

会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と
組

織
の
活
性
化

⑦　

施
設
管
理
受
託
事
業
の
推
進

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
年
度
の
定
時
総
会
で
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

優
良
会
員
被
表
彰
者

城
端
支
所
（
十
名
）

　

石
川　

一
子　
　

成
田　

慶
子

　

龍
田　

和
枝　
　

中
田　

花
枝

　

岩
瀬　

信
子　
　

中
谷
サ
チ
子

　

長
田
加
一
郎　
　

池
川
み
ゆ
き

　

大
井
て
る
子　
　

山
口
真
智
子

井
波
・
利
賀
・
井
口
地
域
（
十
二
名
）

　

富
嶋　

時
久　
　

得
永　

正
巳

　

久
惠　

精
一　
　

井
口　

清
文

　

長
谷　

葉
子　
　

吉
岡　

義
明

　

大
久
保
信
子　
　

高
﨑　
　

博

　

柴
田　
　

正　
　

古
野
喜
久
男

　

城
方
千
津
子　
　

野
原　

住
代

福
野
地
域
（
七
名
）

　

干
場
よ
し
え　
　

森
崎　

澄
枝

　

森　
　

辰
夫　
　

小
森　

正
勝

　

酒
井　

恒
雄　
　

下
村　

忠
行

　

守
山　

賢
二

福
光
支
所
（
十
六
名
）

　

北
清
カ
ズ
子　
　

竹
田　

洋
子

　

林　
　

敏
夫　
　

川
北　

正
夫

　

下
野　

富
枝　
　

高
松　

泰
子

　

川
口　

正
子　
　

奥
野　

勝
子

　

内
山　

鐵
夫　
　

井
口　

吉
郎

　

石
田　
　

勲　
　

金
山　

友
之

　

高
野　

恵
市　
　

竹
川　

明
子

　

金
子　

壽
一　
　

髙
輪
知
世
子

感
謝
状
贈
呈
者

　

大
門　

信
明

会
員
加
入
促
進
奨
励
表
彰

　

山
田　

勝
芳
（
平
地
域
） 

優
良
職
員
被
表
彰
者

　

渡
邊　

清
乃

　

総
会
後
に
は
記
念
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
講
師
に
南
砺
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
武
部
範
代
保
健
師
主
任

介
護
支
援
専
門
員
を
お
招
き
し
、
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
題『

生
涯
現
役
・
い
つ
も
　

何
か
に
と
き
め
き
を
』

・
脳
の
活
性
化
…
趣
味
を
持
ち
、
明
る
い

色
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
る
。

・
友
達
を
作
り
続
け
る
…
地
区
の
集
ま
り

に
参
加
し
、
友
達
を
大
切
に
す
る
。

・
身
近
な
方
（
事
）
に
と
き
め
く
…
感
謝

の
こ
と
ば
や
記
念
日
を
大
切
に
す
る
。

　

高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
南
砺
市
で

も
三
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
、

要
介
護
認
定
者
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興

味
を
持
ち
、
地
域
で
の
行
事
等
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
改
め

て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

代表受領のみなさん
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去
る
六
月
十
二
日
（
金
）
、
富
山

市
の
「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
」

で
、
平
成
二
十
七
年
度
富
山
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
定
時
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
大
門
信
明
さ
ん
に
感

謝
状
が
、
ま
た
、
都
合
で
出
席
で
き

な
か
っ
た
野
原
甚
二
さ
ん
を
除
く
優

良
会
員
二
名
と
優
良
職
員
に
表
彰
状

が
、
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
感
謝
状
被
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

　
　

大
門　

信
明
（
前
事
務
局
長
）

◇
優
良
会
員
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　
　

池
田　
　

實　

 

野
原　

甚
二

　
　

水
口　

善
嗣

◇
優
良
職
員
被
表
彰
者

　
　

渡
邊　

清
乃

喜
び
の
声

 
平
地
域　
　

池
田
　
　
實

　

一
線
を
退
き
、
背
丈
に
あ
っ
た
人

生
を
歩
む
に
は
、
適
度
な
仕
事
、
温

か
い
人
間
関
係
と
研
修
旅
行
な
ど
、

シ
ル
バ
ー
で
の
活
動
が
私
に
は
ピ
ッ

タ
リ
と
合
い
、
今
日
ま
で
お
世
話
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
身
に
余
る
賞
を
い
た

だ
き
、
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
を
機
に
あ
ら
た
め
て
シ
ル

バ
ー
の
活
動
に
邁
進
し
、
今
後
と
も

お
世
話
に
な
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
事
務
局
は
じ
め
会
員
の

皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
し
、
お
礼
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

 

利
賀
地
域　
　
　

	

野
原
　
甚
二

　

今
回
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
総
会
に
て
栄
え
あ
る

表
彰
を
頂
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

会
員
に
籍
を
置
い
て
十
数
年
、
世
界

の
、
特
に
中
東
の
国
々
の
様
に
銃
声
に

追
わ
れ
難
民
と
し
て
逃
げ
惑
う
事
を
思

う
と
、
美
し
く
住
み
よ
い
こ
の
国
で
若

い
会
員
の
皆
様
と
共
に
信
頼
と
協
調
の

中
、
元
気
に
働
き
が
い
を
持
っ
て
就
業

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
今
回
の

表
彰
を
人
生
の
節
目
と
し
て
健
康
を
第

一
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

福
光
支
所　
　

水
口
　
善
嗣

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
偏
に
役
職
員

の
方
、
並
び
に
共
に
働
く
周
り
の
皆

様
の
お
陰
と
感
謝
致
し
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
賞

に
恥
じ
な
い
よ
う
身
を
引
き
締
め
、

仲
良
く
、
互
助
精
神
で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
会
員
研
修
は
定
員
と
な

り
締
め
切
り
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
申
し
込
み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◇
日　

時

　

平
成
二
十
七
年
十
月
七
日
（
水
）

　

〜
十
月
八
日
（
木
）
＊
一
泊
二
日

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

�
感
謝
状
贈
呈
　
優
良
会
員
・
優
良
職
員
表
彰

平
成
二
十
七
年
度

�

会
員
研
修

（左から二人目が池田實会員・一番右が水口善嗣会員）

世界
遺産

日光東照宮「４００年式年大祭」
日光東照宮・輪王寺と鬼怒川温泉の旅
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去
る
七
月
二
十
九
日
、
役
職
員
十
八

名
が
参
加
し
て
、
兵
庫
県
加
古
川
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

◆
加
古
川
市
シ
ル
バ
ー
の
概
要

　

・
昭
和
五
十
七
年
五
月
十
七
日
設
立

　

・
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人
移
行

　

・
会
員
数　
　

千
三
百
五
十
二
人

　

・
就
業
率　
　

八
十
六
・
五
％

　

・
事
業
実
績　

五
億
七
千
百
万
円

　

・
事
務
費
率　

一
〇
％

研　

修　

内　

容

◆
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

　

企
画
提
案
方
式
事
業
等
に
よ
る
新
規

事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
セ

ン
タ
ー
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
仕
分
け
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
削

減
分
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

　

①
空
き
家
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス

　

②
地
産
地
消
推
進
事
業

　

③
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
子
育
て
支

援
事
業

　

④
健
康
管
理
支
援
事
業

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
会
員
・
役
職
員
か

ら
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従
来

の
就
業
機
会
を
継
続
し
な
が
ら
地
域

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
規
事
業
に
取
り

組
み
、
事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

◆
セ
ン
タ
ー
運
営
の
効
率
化

　

地
域
ニ
ー
ズ
や
会
員
の
意
見
等
が
よ

り
反
映
で
き
る
組
織
運
営
を
目
指
し
て

い
る
。
委
員
会
等
は
会
員
の
積
極
的
な

活
動
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
職
員
は
お

手
伝
い
程
度
の
か
か
わ
り
方
で
あ
る
。

事
務
局
は
少
人
数
（
八
人
）
と
し
、
知

識
や
経
験
を
持
っ
た
会
員
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
会
員
）
の
業
務

　

・
電
話
の
対
応

　

・
お
客
様
と
の
打
合
せ

　

・
現
場
の
確
認

　

・
見
積
り

　

・
仕
事
と
会
員
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

・
世
話
人
へ
の
連
絡

◆
会
員
主
導
・
地
域
密
着
型
の
事
業
運
営

　
《
地
域
班
活
動
》

　

地
区
委
員
及
び
世
話
人
を
配
置
し
、

事
務
局
と
会
員
と
の
パ
イ
プ
役
、
会
員

相
互
の
親
睦
に
努
め
て
い
る
。

　

・
広
報
紙
の
配
付
（
年
四
回
）

　

・
総
会
案
内
・
議
案
書
の
配
付

　

・
会
員
の
現
況
調
査
等

　

・
親
睦
会
（
年
一
〜
二
回
）

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
《
職
域
班
活
動
》

　

会
員
の
自
主
的
運
営
、
安
全
・
適
正

就
業
の
推
進
、
後
継
者
の
育
成
と
セ
ン

タ
ー
の
事
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い

る
。
作
業
の
状
況
に
合
わ
せ
た
班
編
成

を
と
り
、
各
班
に
世
話
人
を
配
置
し
て

い
る
。

　

世
話
人
の
業
務
は
次
の
と
お
り

　

・
事
前
に
発
注
者
と
連
絡
・
確
認

　

・
見
積
書
の
作
成

　
　

（
作
業
内
容
や
金
額
等
で
不
一
致

の
と
き
は
、
そ
の
場
で
断
る
）

　

・
発
注
者
の
了
解
を
得
る

◆
会
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
・
活
性
化

　

福
利
厚
生
事
業
は
、
会
員
の
親
睦
及

び
相
互
共
助
並
び
に
セ
ン
タ
ー
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

そ
れ
に
係
る
会
員
の
負
担
す
る
年
会
費

は
、
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
に
含
ま
れ
て

い
る
。
（
年
会
費
二
千
四
百
円
、
う
ち

六
百
円
は
福
利
厚
生
事
業
に
使
用
）

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

・
会
員
相
互
の
親
睦
（
日
帰
り
旅

行
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
）

・
会
員
慶
弔
見
舞
金

・
会
員
の
趣
味
等
を
い
か
し
た
同
好

会
・
ク
ラ
ブ
活
動
（
パ
ソ
コ
ン
、

有
機
・
減
農
薬
研
究
、
囲
碁
・
将

棋
、
手
芸
な
ど
）

　

同
好
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
会
員
主

導
で
行
っ
て
い
る
。
事
務
所
の
会
議
室

を
利
用
し
て
会
員
自
ら
が
講
習
会
を
企

画
し
、
講
師
を
務
め
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
の
固
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
打
ち
破
り
、
新
し
い
セ
ン

タ
ー
事
業
の
進
む
べ
き
姿
に
つ
い
て
参

加
役
員
か
ら
積
極
的
な
意
見
交
換
が
あ

り
、
有
意
義
な
役
員
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

平
成
二
十
七
年
度

役
員
研
修
会
報
告

�
先
進
地
視
察
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七
月
二
十
二
日
（
水
）
井
波
ア
ス

モ
会
場
を
皮
切
り
に
、
就
業
相
談
会

を
四
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
談
会
で
は
、
職
員
・
運
営
員
が

個
別
に
就
業
に
関
す
る
相
談
を
受
け

ま
し
た
。

　

当
日
、
ご
来
場
で
き
な
か
っ
た
方

や
現
在
の
就
業
に
つ
い
て
の
悩
み
や

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も
お

気
軽
に
事
務
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

「
働
き
た
い
け
ど
自
分
に
合
っ
た

仕
事
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
る

方
」
「
い
ま
働
い
て
い
て
い
ろ
い
ろ

と
悩
み
が
あ
る
方
」
は
、
気
軽
に
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
運
営

員
が
お
宅
を
訪
問
し
て
、
現
在
の
募

集
情
報
を
お
伝
え
し
、
就
業
先
の
紹

介
も
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
、
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
を

活
か
し
た
就
業
先
を
見
つ
け
る
た

め
、
運
営
員
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
能
な
職
種
が
広
が
る
技

能
講
習
会
が
無
料
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

運
営
員
の
役
割
を
一
考
し
て

　

南
砺
市
の
六
十
歳
以
上
の
方
々

は
、
二
万
二
千
人
以
上
と
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
新
規
事
業
の
趣

旨
で
あ
る
育
児
支
援
分
野
と
労
働
者

不
足
分
野
に
就
業
を
お
願
い
で
き
る

方
は
、
六
十
歳
代
の
九
千
人
の
方
々

で
す
。

　

ま
た
、
求
人
状
況
を
聞
き
取
り
、

受
け
入
れ
を
お
願
い
す
る
企
業
は
、

市
内
大
小
四
百
社
程
度
に
な
る
予
定

で
す
。

　

南
砺
市
全
て
の
高
齢
者
の
方
々

が
、
何
ら
か
の
仕
事
を
通
じ
て
末
永

く
元
気
で
過
ご
さ
れ
る
一
助
に
な
れ

ば
と
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

川
口
運
営
員

　

今
、
全
国
で
団
塊
の
世
代
が
定
年

退
職
し
、
今
後
の
高
齢
者
社
会
の
推

移
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
に
は
世
代
交
代
と
言
い
な
が
ら
、

日
本
の
高
度
成
長
期
の
柱
と
な
っ
て

い
た
技
能
・
技
術
を
失
い
た
く
な
い

と
い
う
思
い
も
有
り
ま
す
。

　

私
の
役
割
は
、
人
材
流
出
防
止
と

人
材
確
保
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
、
自
分
が
永
く
や
っ
て
き
た
営
業

開
発
の
経
験
を
少
し
で
も
活
か
す
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
代

で
働
け
る
人
は
少
し
で
も
働
い
て
頂

き
、
「
適
材
適
所
」
の
仲
人
が
出
来

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

金
谷
運
営
員

（左：川口運営員　　右：金谷運営員）

【
高
齢
者
活
用
・

　現
役
世
代
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　〜
あ
な
た
の
就
業
を
お
助
け
〜

地 域 イ ベ ン ト で
普 及 啓 発 活 動 を
行 い ま し た 。 　

（城端　権次郎祭り）

就
業
相
談
会
に
て
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今
年
度
も
、
会
員
の
技
術
の
向
上

と
安
全
就
業
を
目
的
と
し
た
講
習
会

を
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
開
催
し

ま
し
た
。

　

十
月
に
は
雪
吊
り
講
習
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

雪
吊
り
講
習
会
日
程

　
期

日　

十
月
十
六
日
（
金
）

　
時

間　

九
時
か
ら
十
五
時

　
場

所　

高
瀬
遺
跡
公
園

今
年
度
開
催
し
た
講
習

◇
刈
払
機
安
全
講
習
会

　
開
催
日
時　

五
月
十
五
日
（
金
）

　
会

場　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
受
講
者　

二
十
六
名

　
開
催
日
時　
五
月
二
十
五
日
（
月
）

　
会

場　

旧
井
波
高
瀬
保
育
園

　
受
講
者　

二
十
名

◇
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
開
催
日
時　

六
月
四
日
（
木
）

　
会

場　
福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
受
講
者　

十
四
名

◇
駐
車
場
整
理
講
習
会

　
開
催
日
時　

六
月
十
六
日
（
火
）

　
会

場　

シ
ル
バ
ー
城
端
支
所

　
受
講
者　

十
八
名

◇
剪
定
講
習
会

　
開
催
日
時　
六
月
二
十
六
日
（
金
）

　
会

場　

福
光
光
龍
館

　
受
講
者　

十
八
名

　

技
術
向
上
と
安
全
就
業
の
た
め
、

毎
年
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

雪吊り講習会

独
自
講
習
会
開
催
の
ご
案
内

平成27年度事故発生状況
（平成27年4月1日〜平成27年6月30日）

【賠償事故】（昨年同期間：5件）
No. 発生年月日 地域 作業名 事故の型

1

5月11日 井波 運転作業（派遣） 就業中
　市のマイクロバスで送迎の際、ハザードランプを付けて
停車して乗客を降ろし、歩行者通路を確保するため車両
を動かしたところ、追い越しをしてきた相手（タクシー会
社）車両と接触した。相手の車には乗客はいなかった。

2

5月20日 城端 防除作業 就業中
　発注者から、従来に代る薬剤を依頼され、散布した翌
日の朝から池の魚の様子がおかしいと発注者から連絡が
入り、池の水を入れ替えたり酸素を送る等されたが、約
50匹いた鯉のうち約30匹が駄目になった。

【傷害事故】（前年同期間：0件）
No. 発生年月日 地域 作業名 事故の型

1

4月29日 福野 屋内軽作業（派遣） 就業中
　高さ約120cmの鉄板の上で塗装作業中、体勢を崩して
鉄板の角に脇腹を強打した。早退後、救急車で病院へ搬
送され、診断の結果、脾臓が破裂していた。

2

6月29日 城端 剪定作業 就業中
　作業中、スズメ蜂が急に出てきて、ゴム手袋の上から
刺された。かなり腫れたので病院で治療を受け、点滴を
してもらった。（作業前の安全チェックでは問題はな
かった。）

エアコンクリーニング
予 約 受 付 中 ！
　6月4日の「エアコンクリーニング」
講習会でプロの技術を習得し、7月よ
りスタートしました。

メンバー紹介
稲倉　正道	会員	 嶋崎　昭次	会員
神田　信孝	会員	 熊野　保広	会員

大好評
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入
会
説
明
会

会

場　
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
福
野
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
）

時

間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

開
催
日

　
　

九
月
十
八
日
（
金
）

　
　

十
月
二
十
日
（
火
）

　

十
一
月
二
十
日
（
金
）

　

十
二
月
十
八
日
（
金
）

　
　

会
員
募
集
中

　

南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
、
皆
さ
ん
の
ご
近
所
や
お
知
り
合

い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

広
報
・
地
区
活
動
委
員
会
よ
り

　
配
分
金
支
払
日

　

八
月
分　
　

九
月
十
八
日
（
金
）

　

九
月
分　
　

十
月
二
十
日
（
火
）

　

十
月
分　

十
一
月
二
十
日
（
金
）

十
一
月
分　

十
二
月
十
八
日
（
金
）

シ
ル
バ
ー
の
日
に
つ
い
て

　

十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
で

す
。
奉
仕
活
動
を
と
お
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
規
会
員
の
加

入
の
働
き
か
け
及
び
就
業
拡
大
を
展

開
し
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

城
端
支
所
（
十
四
名
）

　

岩
滝　
　

正　
　

石
橋
志
美
子

　

高
田　
　

久　
　

西
村　

義
雄

　

山
本　

通
義　
　

菊
川　

好
子

　

細
川
外
志
男　
　

竹
中　

昭
五

　

森
下　

美
栄　
　

川
合　

清
一

　

久
保　

義
則　
　

滝
本　
　

清　

　

高
田　

静
子　
　

山
下　

修
治

利
賀
地
域
（
三
名
）

　

宮
下
由
美
子　
　

岩
腰　

悦
子

　

河
崎　

幸
子

井
波
地
域
（
八
名
）

　

高
畠　

幸
夫　
　

野
村
喜
美
子

　

高
田　

修
二　
　

山
﨑　

賢
英

　

丹
羽　

武
雄　
　

新
敷　
　

実

　

長
原　

正
和　
　

竹
原　
　

勉

井
口
地
域
（
三
名
）

　

窪
田　

珠
紀　
　

山
田　

幸
雄

　

森　
　

茂

福
野
地
域
（
十
四
名
）

　

丸
井　

純
子　
　

伊
藤　

明
夫

　

宮
本
百
合
子　
　

安
田　

友
明

　

一
本
嶋　

豊　
　

林　
　

芳
明

　

廣
川　

武
夫　
　

辻　
　

邦
子

　

熊
野　

保
広　
　

池
田　

栄
子

　

高
田　
　

治　
　

高
倉　

芳
子

　

小
田　

栄
光　
　

植
村　

忠
雄

福
光
支
所
（
二
十
一
名
）

　

上
野　

睦
子　
　

大
門　

信
明

　

久
保
さ
ち
子　
　

石
崎
眞
由
美

　

細
川　

文
子　
　

河
合　

幸
成

　

上
野　

道
子　
　

中
田
す
み
子

　

田
矢　

國
男　
　

佐
々
木
嘉
紀

　

森
田　

春
美　
　

浦
山
千
代
子

　

南　
　

保
光　
　

中
山　

勇
治

　

梶
原　

博
之　
　

山
村　

幸
子

　

石
﨑　

文
夫　
　

影
近　

芳
信

　

寿
崎　

幸
夫　
　

寿
崎　

静
子

　

織
田　

敏
子

２
０
１
６
年
会
員
手
帳
の
お
知
ら
せ

�

（
申
込
受
付
中
）

　

会
員
手
帳
を
、
二
百
七
十
二
円　

（
市
販
の
手
帳
に
比
べ
る
と
約
半

額
）
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
購
入
希

望
の
方
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
本

所
・
支
所
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員
紹
介

�

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

　
　
　
〜
七
月
三
十
一
日
ま
で

　
六
十
三
名

（
う
ち
会
員
紹
介
二
十
六
名
）

編

集

後

記

　

残
暑
の
厳
し
い
日
が
ま
だ
ま
だ

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

朝
の
涼
し
い
時
に
近
く
を
散
歩

し
て
周
り
を
見
渡
す
と
、
春
以
来

懸
命
に
育
て
た
稲
が
黄
金
色
に
輝

い
て
い
ま
す
。
日
中
は
コ
ン
バ
イ

ン
の
音
が
し
て
一
枚
二
枚
刈
り
取

ら
れ
、
中
秋
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。

　

げ
ん
き
南
砺
第
三
十
三
号
を
お

届
け
し
ま
す
。
編
集
部
で
は
皆
さ

ま
の
感
想
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

Ｈ
・
Ｋ
記

（
平
地
域
）

（
平
地
域
）

（
平
地
域
）


